
岩手大学教育学部研究年報 第72巻 (2013.3) 39 ~ 57 

平泉〈音風景〉のアルケオロジー

一御一馬をめぐって一

木村菌弘*

(2013年 1丹8自受理)

o.はじめに '" r泰の藤原まつりjの音風欝

〈音風景。〉とは，カナダの現代音楽作曲家・者楽教育家マリー・シェーファー (1933~) 

が 1960年代末に， r音j を意味する{サウンド soundJ と r~景j を意味する議毘語 r~スケー

プ-scapeJ から造語し提唱した{サウンドスケープ SoundscapeJ という術語の訳語である。以

下，日本サウンドスケープ協会公式ウェブサイトの用語説明から一部を引くと，

サウンドスケープという用語とその考え方は，地球上のさまざまな時代や地域の人々が， ~去の伎界を

遜じて自分たちの潔境とどのような関係を取り結んでいるのか，どのような去を閉ざ取りそこからど

のような情報等を得ているのかを問題とし，それぞれの音環境を個別の f文化的事象/資の文化jと

して位協づけます。したがって，サウンドスケープとは行法界を隠(11¥])く行為，資のw:界を体験す

る行為によっておのずと立ち表れてくる窓昧世界jであるともいえるのです。(1)

人間とその音環境との関係を探るにあたって，シェーファーがこのサウンドスケープの重要

として挙げたのは， <基調音Keynotesounds) <音信号Soundsignals) <音標識Soundmark)

の3つである。〈基調沓〉とは，ある共同体にあって，いわば後景的に(ゲシュタルト心理学

的に言えば[地jとして)絶えず鳴り響いているが意識的に閣かれることはない音を指す。こ

れに対し，くまま信号〉とは，特定の意味主主伝達し，前景(ゲシュタルト心理学的に言えば(図J)
として意識的に聴かれなければならない音である。そしてく音標識〉とは， <音信号〉の中で

も特に共同体によって尊重され，注意されるシンボル的意味合いが強い音を指す。

たとえば，岩手県の平泉を例にとると，批界文化遺産に登録された観光地であるので， <基

識者〉としては，観光パスや観光客のたてる賑やかな音などが挙げられるだろうし， <音信号〉

としては，平泉町役場から毎日正午に流されるチャイムや，午後5時に流される{夕焼け小焼

けjのメロディなどが挙げられる。そして， <音標識〉としては，毎年ゴールデンウィークに

(社)平泉観光協会主催で行われる[春の藤原まつりjにおける様々な音がそれにあたる。日目表 (57

頁参照)に訴したように，空間的には，中等寺および毛越寺という碍極とそれらを媒介する中

関的場としての駅前広場や!日観自干主主院躍関など 3つの空間に分けられる。そして，南極を
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媒介するものとして，町内神輿および県内の各国体による郷土芸能が，かならずその 3簡所で

される。

また，時間的にみても，やはりこの「春の藤原まつりjは3部分に大別されうる。すなわち，

第一は，ヰ1尊寺・毛越ミ子両組でほぼ同時進行する，前半の，関山大部や藤原間代あるいは源義

経の供養法要といった仏教祭1記，第二は，後半の，古実式三番や越年の舞などに代表される神

率的伝統芸能に，そして第三に，龍光的にはこのまつりのピークと位置づけられる「掠義経公

東下り行列Jに顕著な，南極簡を結ぶ移動的イヴェントである。よって， r春の藤原まつりjの〈音

風景〉は，観光客や観光車両のたてる地の音を背景に，交差点での信号音や平泉釈での列車の

発著者などのく沓信号〉も含みつつ，すぐれて平泉を特徴づける〈音標識>，すなわち仏教儀

礼の昔，神事的伝統芸能の音，郷土芸能の膏，そして，行列の先導あるいは中間地点での吹奏

楽やラジオ拡声器による大音議;の音，などによって構成されていると言える。

さて，容の藤原まつりのようなまさに今現実に鳴り響く音の世界だけでなく，たとえばこの

王子泉の地に，かつてどのような〈音風景〉があったのかについては，シェーファーが「耳の証人J(2) 

と呼ぶところの，さまざまな古文書等の記隷類や文学・神話，あるいは絵画史料などを手がか

りとして推測することが可能である。そこで，この小論では，前掲・王子泉におけるいにしえの

〈音踊景〉を今に伝える絵画史料「平泉諮寺祭礼墨茶羅J(ニ!幅一対・紙本著色，中尊寺子蔵・桃

~江戸初期)を{耳の証人jとしてとりあげ，そこに描かれた〈音風景〉が示す{音の

文化jを明らかにすることを目的とする。そこで注呂すべき〈音風景〉としては，有幅に描か

れた「御一馬(おひとつうま)J ，左幅に描かれた[突(なき)まつりjと「印地打J，そして

両舗に描かれた f鐘声jが挙げられるが，本稿では，紙幅の都合上，これらのうちから陥i…

馬jをめぐる〈音嵐景〉に考察対象をしぼり論じてゆくことにする。

1 .自山社祭礼の音風景

[御一馬jとは，かつて中尊寺で最も重要で最大の法会であった[春の御神事J，すなわち卯

月初午の臼に行われる鎮守・白山社の祈持会である白山社祭礼の初臼(午の日)の符事で， r王子
泉諮寺祭礼鍾茶羅j右幅上部に描かれた，金堂を出発し，自出社ヘ，お斜めよへと向かう行列

がそれである。右の白山社前には，行列の先頭，びんざさら(鰯木)や太鼓を奏する田楽衆 (8

人)がすでに到着し輪になって踊っている。続いて，獅子舞，推児を載せた自馬，さらに阿波

りのように関手を挙げつつ列をなして進む者たち (6人)が描かれている。四月初午の臼に

行われる神事祭礼である[御一馬jは中尊寺一山でも最大の年間行事である白山社開祭でも最

重要視された行事であった。祭礼に奉仕する特別の童子のことを f一つ物jと呼ぶが，

の場合は，一山で寺院の跡継ぎとなる子弟が7歳になったとき，腰に翠の葉を若し，手に牡丹

の花(鞠子愛)をもたせ，白い神馬に乗って行列の中心となって金堂から岳山社まで渡御する

ので， rお一つ馬jと呼ばれている。明治元 (1868)年明治新政府による神仏分離令(神仏判

然令)によって取りやめとなり，現在も復興されてはいないこの祭礼に関して，前述の絵画史

料の次に古い文献史料は，江戸中期， {Ul台藩の藩陸員を務めながら旧跡を調査した柏原友誌が

安永ニ (1773)年に完成した『王子泉雑記j巻之五 (3)である。そして，その次に挙げられるの

が，江戸後期の旅行家・菅江真澄(1754-1829) による紀行日記『かすむこまがたl天明六

(1786) 年正月20日の記述と，向じく fはしわのわかば』同年4月9日(初午の自)の記述
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である付)。前者は毛越寺常行堂の二十日夜祭を，後者は，中尊寺白山社の祭礼を，それぞれ

自分の回で観てレポートしているが，たとえば初めて平泉を訪れた際の記録である前者にも，

白山社の祭礼についての記述は見られる。次に挙げられるのは，幕末勤王の士で後に一関・田

村議教成館学頭になった高平畏藤(本名:高平清敏)が，平泉研究の先達・相原友誼の平泉三

部作([平泉実記t w平泉!日跡志s， [王子泉雑記])をふまえて書き上げた『平泉志』巻之下(明

治十六・ 1883年完成で明治十九・ 1886年に出版)の記述がある。これは，相原の著作と重寵

する部分が多いものの，明治の神仏分離の前後の状況などについても少し触れてあるので，看

過されるべきではない。さらに，昭和八 (1933)年 2月段階の情報となるが，前掲史料をふ

まえた上で(当該簡所全てについて引用あり)，中毒事寺の僧侶から菌接関き取りを行い(後述)， 

昭和田四 (1969)年に Z間行なわれたフィールドワークの記銀も含まれる日本芸能史学の泰斗・

本国安次による論考 (1969年) (5)がある。これは，当時発見された円衆院蔵文書(古実式三

番伝書本他)に依拠して， r田楽Jrロウ(郎)舞Jr太々神楽Jr獅子舞Jr櫛一筒馬Jr故実舞j

(式三番) r能jなどの芸能について，作法や由来など詳述したもので，特に，明治期以降にお

けるこれらの行事の受容についての情報が満載されているため，自山社祭礼に関する最も重要

度が高い文献と雷つでも過言ではない。さらに，岩手をフィールドとした民俗学者・問題光昭

が内容をかいつまんで紹介している (6)，江戸後期・文政五 (1822)年に書写された『年中行

状記] (大長霧院文書)や間じく天保三(1832)年に欝かれた『関山中尊寺議中行事] (仙台-

f山岳院文書)といった祭礼を担う側の内部文書における記述 (7) もこの祭礼の音風景を調べる

のにきわめて有用である。

ここでは，まず f平泉志i巻之下から白山社についての記述を引用しておこう。

自由官

金色堂の東北にあり仁明天皇の街j字鶏祥三年慈鐙大師の勧諮勿して力O~の白山を分l詑し白山権現と

一号せりEl~大般の作十一面観i!まそ本地Iilù と して鎚爪五郎家衡の持{弗なり毘沙

門天は源義綬の持仰なり'&;Jj設は竪様六尺奥行一尺六寸許筒、治三若手の建立にして大樹那法橋笈源と記名

あ利星雲永ニ年焼失忽凝り今の干士約拝殿は同六年伊達家の再建なり維新後改般に出り村役白山社となり

(-'&;社自 11I~1ii神社{タ弊立主導とあり) f弗体を他設に遊底せり欝別2きは法泉院なり

古祭式

白山社祭総合来毎年間月初午米の磁白なり午の刻に殿内に山吹一束(枝葉一尺許)を納む次に獅子
オヒトツウマ

り傍て白山神港迎式と云此舞獅子ハ~七i燦I!寺代の努約也といヘり次に復iー箆馬と称し衆徒ヰ1~予の

七歳なるを選び二七日潔矯をなざしめ装束して腰に芦梁を持み飾E等々1梁る(口附二人)笠よか月日象
ハリヌキゥサキ

を裁く供奉六人各造花を立たる笠をまさiけ長刀木太刀脱沙党を持つ金堂社より乗馬し社前にで下乗し造

花をi現方に投散志潟を急に牽還すJltf.fgl路くを以て凶兆とす次に舞台にて伺梁あり籾桃*の皮伝て15王子
シヂ

1]¥ニ尺自主の網代を組織し問j設に七五三を下げ上に造花を立たるものを3宣伝し太殺を設に懸け敵く若手あ

り綴をn鳥す者あり都て八人鼓吹して!離し拍子して舞踏す次伊関口式あり装束して老翁の{殴筒在被りrr.

なから問15に向ひ…山の縁起滋景を頒す次が祝詞の式あり級袴の装束して幣市営持ち社前に針ひ'歯社

の由来を演ヘ天下署長平長野家安穏五穀成就君民息災を祈る次々11雪女の舞と云ふあり少女の鍛簡を被り鈴

と扇とを把て~ふ次が老女舞鰯の綴衡を被り腹を屈め舞ふ帯同し次子五銭数寄衆徒各1主役を務む始が衆

り奇dの祭儀往々沿政 し能楽を修せり (8)
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ここに記されたわかりやすい〈音風景〉を挙げておけば，獅子舞，結衆たちが田楽そ奏す際，

太鼓，館，笛を鼓吹し舞踏する音，式三番(特に，鈴)や神事能での音，さらに偶発的ではあ

るが，発せされた場合〈音象徴〉としてきわめて盤要な意味をもっ郵一馬の瞬きといったこと

になろう。

1 . 1 .白山社祭礼前日までの笥風欝

『平泉雑記』の記述に「二七日潔脅ヲ為サシメJとあったが「二七日jとは「ニ×七ケ

すなわちは日間という意味になる。この三月末の午の臼から開始される精進潔斎の「前行j

からすでに祭礼はスタートしており，そこには重要な〈畜風景〉がみられる。たとえば， ~年

中行状記』での記述をみれば，この日の前までは，

ニ 月 朔 臼良朝銀祈l紫

十一日 関山禽之i麗，行全容}~

十五日渓朝鐙

悶臼 ツi時，ーはi出席，差(者)感動行 i虫築総讃安楽品 i護教経明治三十

初}~ 自我偶 関根者 間肉終市出さを

廿八日渓朝鐙神楽

三月朔日

ト五日

十九日 時 金色主主今ハ量供ハ金色院ニ於テ修ス，終テ金色蛍ニテ自我俗一巻，念仏等

格ブ，オマカナヘアリ

諺衡公街}忌日 -111出席惹(者)感動行法議俄法今ハ合受ヲ修ス自我偶

自i句 終i応出:ilt(9) 

といった簡単な記述でまとめられている。ここでのトピックは， 1:里梁曾や基衡公御忌、日といっ

た法要は特別だが，それ以外はだいたい 2週に l度(毎月朔日・ 15日・羽田)，朝の 6時頃勤

行を知らせる鐘が鳴り，神楽が奏されること，念仏等読経の声が認められる程度である。とこ

ろが，これに続く記述から， <音風景〉が一変する。すなわち，

白山宮御神楽

牛(午)臼ヨリ別行 同日 白山大般若縛讃，四ヶ茂之内ニ

同 日 渓朝鐙祢紫毎朝 出仕鐙八ツ日寺神楽毎娩 白山富法害発終而拝殿-w出席，給衆下ヨリ

拾人回数衆，法楽落而，御一馬吟i球披露兼而之遜病気之者有之H寺，役院披露，初梁無之時ハー山ヨリ

街i毅，禁段御一馬被栴出衆t工役院ヨリロj二兼而之j弘

式三穫後役願有之時ハ吟味披露$逮，後役 役院ヨリ中波候奪三，後役エ譲リテモ七ヶ年ヱド役，後ハ御

頼紫外諸用終市街Jll.断退出(10)

この日から，それまで2週間に 1度だった朝の鐘と神楽という〈審信号〉が，毎朝の錨，毎朝

毎晩の神楽という〈音信号〉へと変化することになる。この日は一山の僧侶が自山宮拝殿(長

床)に集まり，結衆(得度後21ヶ年以内の僧)から下位の 10人を田楽衆として選び，法楽(法
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要を終える際のお経や声明の諦唱や奏楽)を唱えた後，御一践の稚児が吟味・披露される。さ

らに，翌自は， r未司 展朝鏡神祭，晩出仕鑓神繁一山出席問築各如前夜jとあるよ

うに，朝晩の神楽だけでなく，夜に田楽も続けられ，これが未5・申自・酉自・成田・子日と

り退される。ちなみに， ~関山中尊寺子歳中行事』の当該額所は， r三月末之午ノ日開関，前行

二七ケ自，毎日謹七ツ持鳴鎧，一出出勤，於長床詰衆国梁奏之，八日目ヨリ内七日ト云，夫ヨ

リ朝暮田繁奏之， ~ (中略) ~，右丑之日ヨリ毎朝五時諾衆出勤，田繁奏之，炭日・己日如前，

詰衆出勤，法楽普門品心経諸真言 内七百朝法築後笠害tlJ(11)となっており， r内七日j

と呼ばれる前行8司自にあたる翌・丑の日から，毎朝・娩田楽が奏され，また法楽として普門品・

般若心経・諸真雷が唱えられ，笠割など田楽関係の道具の分記が行われることがわかる。ちな

みに，ここでは，田楽のみで{神楽jという語はみえないが，より詳しい『年中行状記iでの

記述をみれば，

致 日 [内七日] 廃車耳銀 神楽，結衆出席，式三薄幸子役院証言上，

子， [ム印御神酒料〕 間繁道具御内陣ヨリ行会運役 (2)

張笠・長刀・鳥維(欄)

とあり，神楽と田楽を別物として扱っていることがわかる。また，田楽道具についても，種類

と数，さらにどの寺院が用意するかについて細かく記されており，笠(日光・月光笠丸張笠 6)， 

持物(長刀 5，党夫 1，行殻4)，楽器(笛 3，編木 3，太鼓3，小鞍 1)，装束(田楽烏帽子・

・外袴・ヤロウ髪・水平各 8) が内陣から行金(13)によって運ばれ，各役の担当者に渡さ

れる。

翌・寅自もその翌・卵日も鞘の神楽，夜の田楽の練習は続けられるが，民自になると，それ

までの神楽・閏楽に加えて，朝は，結衆らが，錫杖，普門品，心経，諮真雷といった法楽主主舗

した後，路舞の練習に入る。夜は，田楽が終わったあと，翌日の{試楽j開ちりハーサルにつ

いてのタイムスケジュール(持鐙)や，筒担当，大・小鼓担当，式三番の関口・祝詞・若女・

老女それぞれについての後見役について，担当や持物の確認が行われる。

祭礼本番の前自・日日は，朝の鑓で神楽が奏された後，結衆が出席して御経読諦，路舞を行なっ

ていったん退出したのち，一番鎧(八ツ時~ 14時頃)で仕度，二番錨(八ツ半~ 15時頃)で

宿坊(寄会所)に詰め，三番鐙(七ツ時~ 16時頃)で拝殿ヘ向かう。臼山別当修験問明院の

者fll主による神楽ののち，一山の鵠{自が出Ji苦し，五1!皮を着て勤行が行なわれる。この四智讃・諸

・錫杖よ普門品・鏡鋭・般若Jむ経・諸真言・一字金輪見といった法楽が終わった後，田楽

に使う楽器，すなわち繍木，太鼓，小鼓の確認が行われる。確認後，これら館・ーノ太鼓・二

ノ太鼓・ 2三ノ太鼓・三ノ鏑木・ニノ繍木・ーノ繍木・小鼓と幣捕が真ん中に置かれ，幣挑と編

木の担当は渡立，太鼓と小鼓の担当は内ヘ入って仕度し，出てきたら，ーは!全員が列席する

田楽衆(楽人8人十領2人)によって田楽，路舞が行われる。次に，古実式三番(関口・祝詞・

若女・老女)が中老(得度して 22ヶ年以上でそこからまだ 7ヶ年経っていない倍侶)によっ

て舞われたのち，各装束は集められ各後見の役院ヘ収められ，今問御一揺の稚児そ務める者を

出した寺読が饗応する。その後，翌日の時鐘等を確認したら退出となる。

1 . 2.自山社祭礼当日の音風欝

祭礼本番当日，午ノ自は， 伊丹六ツ持~6
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で宿坊に詰め，三番鎧(五ツ初刻~8 時頃)で，各自それぞれの決められた僧衣を着て岳山宮

ヘ参向する。自山富の擦を開いて，惣出富代が供え物を捧げ(離供作法)，御本地供(白山御

本地十一面観音f共)，普門品・般若心経・諸真言の読経に続き，本山派修験層明慌の祢宜によ

る奉幣，御神酒頂裁が行われた後，次の時鐘スケジュールを確認してから堂を出，経蔵・金色堂・

関山堂・弁財天を参詣する。その後，一番鐙(盟ツ時~ 10時頃)で装束をととのえ，二番鏡(四

ツ半~ llß寺頃)で寄合所から金告院に移り，三番鎧(午初刻~ 12時頃)で一向金色践を出発，

自山社ヘ向かう。この途中，御一馬の稚見と結衆が金堂跡(現在の金色堂の前あたり)に詰め

る。次に白山社の前の広場で櫛子舞が奉納され，さらに金堂跡でも舞われる。その際，開明院

の祢宜山伏が神主の装束で，櫛幣をささげ持ち， í9~子の後に付き，さらに山伏が 5~6人が付

き添う。この金堂跡での獅子舞後， I幻伏たちは獅子とともに櫛一馬の前に立ち，白山社へと列

を作って移動を開始する。この供奉行列の次第は， w年中行状記』によれば，

小人椀間人・街i足率重両人・箱・鎚・張笠・悶幾笠・幣梯・ーノ編木・ニノ綴木・三ノ編木・被…ノ太被(鼓)・

ニノ太戦(鼓)・三ノ太被(鼓)・日光月光笠・児笠・袴1f.寄金色院守役，人共ニ馬一七ケ日別行口取白

鳥愛(毅)商人，街i鉾行会・児朱譲別銭'代金色院・惣衆(列)二行， f奇・限幾衆二行，跡街i足i滋阿人(14)

とある。神馬に乗る七歳の稚児は，剃髪し，露帯・着付衣装 錦上着・長絹・石帯・指震を着

用し，間腰の後ろに造り物の譲の葉を悲し，割方に五色の紙で七五三飾りなつけてっぺんに造

花を立てた篭造りの笠を被る。神馬は馬呉と厚手の統がl~けられ，御口取と御手綱取の商人と

結衆は，張笠に太陽と月の飾りを立てて被り，水平・お帯・括袴・脚半といういでたちである。

また供奉の 2人，結衆のうち 6人は張笠に造花を立てて被り，衣装は，御手綱取と同じで，長刀・

太刀・兎の作り物を携え，神馬の後に続く。素絹五篠を纏ったー和尚(結衆の高臓の三役慌の

一。知足続)が先に立ち，金堂跡から岳山社の神前まで乗り入れる。足軽2人が拝殿前の二の

鳥居を越えると，長刀はそこで打ち捨てられ，拝殿に酉した通りでは太刀が同様に捨てられる。

笠も白山社前の庭にて脱ぎ捨てられる。神罵は戻され，稚見は神前に入り御神酒を受ける。結

衆は稚児の後について神前ヘ上り，高い声で秘密心経一巻を読請し，御神酒を受けたのち，金

堂跡ヘ戻る。この間に拝殿で舟明院祢宜によって神楽がこ番舞われる。金堂跡で，間髪・烏崎

子といった田楽装束や楽器類の仕度ととのえた結衆(長万 2振，小人挑2人，足i経2人，笛2

人，幣挽，一ノ編木，ニノ編木，三ノ編木，三ノ太鼓，ニノ太鼓，ーノ太鼓，小鼓)は，再び

庭在通って，白山富ヘ移動する。一行は拝殿に上り，田楽・路舞を奏する。次に，簡が神を招

来する石笛の音を模したとされるヒシギを吹き，田楽衆の上役によって，大小三段の舞が舞わ

れる。次に式三番へと進み，r:t老によって開口，祝詣，若女，老女が舞われる((膏風景〉的

には，祝調と老女での[大小神子弟子打jと若女での鈴の記述が注目される)。この式三番後，

持率能奥行が終わると，一山が集まり翌日の時鐘について申し合わせが行われ，退出となる。

祭礼二日目の翌・未臼では，明け六ツ半 (7時)の一番鐙で仕度し宿坊に詰め，朝五ツ (8持)

の二番鐘で老分と結衆が前日向様の装束をととのえ，自由社拝殿ヘ詰める。全員が揃ったとこ

ろで，路舞が舞われ，それを投読が見届ける。その後，前日午日と同様，拝殿を出て堂宇を廻

り，三番鑓で，小釈迦堂，金堂跡，赤堂，弁財天，千手堂で，路舞を舞い法楽(般若心経)を

唱える。はi王宮では，笠を被って田楽そ奏し，役院が見届けた後，皆で勤行し，御本地供・錫

杖・般若心経・諸真蓄を唱える。御神酒頂戴の後，次の堂ヘ向かう。東熊宮，愛宕宮では路舞，
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峯薬師堂では，山王宮と潤様，田楽と，勤行で錫杖・普門品・心経・諸真言を唱え，御神酒演

さらに大日堂と凋弥陀堂で路舞を行う。一同は宿坊の桟敷に着庫し，式三番の担当役は拝

殿に入るが，役続より下位の憎たちは金堂に残り，前日開議，庭通りヘ田楽衆を引き揃え，

ニ筋，足軽，前後二人，田楽衆一日が拝殿に入り，田楽を行い，役院がそれを見届ける。その後，

式三番が前日と同様に行なわれ，大小簡はいずれも古例に期って奏される。その後神事能が終

わってから，田楽道真が間収され，笛2管，鳥精子，腰帯8人前，編木3筋，太鼓3つ，鼓 1

つを確認し，行全がそれらを白山手土ヘ運ぶ。拝殿では，一山が集まり，翌日・申告の山王講の

時鐙を確認した後，鐘の音を合図に退出する。

2.田楽 ~白山社祭礼より失われた音l説讃~

以上，みてきたように，中尊ミ子における日常の〈音嵐景〉は， <基調音〉としての読経の声，

〈音信号〉としての時鐘や神楽，そして，音象徴としての田楽と捉えてよさそうである。特に

f年中行状記』の記述をみるかぎり，白出社祭礼は街iー罵そのものよりも，毎朝・毎i血行われ

る田楽にスポットライトがあてられていると雷える。しかし，田楽，神楽については今自後興

されておらず，情報が少ない。そこで，蔀掲論考 (5) で本田安次が報告する内容についても，

以下少し内容を紹介しておこう。昭和六 (1931)年4月の段摘で実擦に本田が観た祭礼 1B 
毘は，以下のようである。すなわち，本殿前の能舞台で祭式・玉串奉献ののち，舞台を仏式に

飾って 4人の{設が登場，鐘を打ち鳴らし，般若心経他を唱え，印を結んで祈祷を行なう。次

に「太々神楽Jであるが，鈴と践を持ち，まま糠誼・誼溜・狩衣・自袴を着用した{曽が太鼓の

子に併せて 4つの四角を踏んで舞った。(もともとは太鼓打が{八雲立つj以下4つの神歌を歌っ

たらしい)。次に， 1頭 3人で担われ，踏み鎮めする獅子舞‘。次いで，故実舞(式三番)であ

る。これを務める轍子方は，笛が一和尚(席次4番目)，大鼓が二和尚(席次5番目)，小鼓が

三三和尚(席次6番目)の役とされ， {曽たちにとって重要な役どころとされた。そして最後が神

事能である。今日 fお|勾流jとも呼ばれる現行の能は，シテが喜多流，ワキが高安流，狂言が

和泉流となっている。社伝によれば，猿楽好きの盟関秀次と伊達政宗が天平一九 (1591)年に，

中尊寺で猿楽を鑑賞'したとのことだが，それまで伝承されていた{大和がかりjと呼ばれる古

い[田楽の能jを，政宗が，国家太平祈願のため，仙台藩お抱えの喜多流に替えさせたと言わ

れている。前掲『平泉志』からの引用にもあるように，白山宮は，嘉永二 (1849)年正月 8

日の火事で全焼し，諸道具や本地仏だけでなく，多くの楽器や能道具(能韻61ilii，能道具30品)

を焼失した。前述のように，御一馬については，暁治の神仏分離令以時行われていないが，昭

和二五(1950)年から始まった現行の泰の藤原まつりでは，別表 (57頁参照)に部分的に示

したように， 5月4日・ 5日に[春の御神事j午・米の日が当てられ，吉実式三番と神事能は

なされている。献飽行列と獅子舞は護活したが，田楽，太々神楽は廃絶したままである。古く

から{延年jを伝承してきた毛越寺との違いはやはりこの大火事の有無によるのであろう。わ

ずかに，小鼓，続木 3，花笠 3，衣装，帯のみが残されている。また故実舞の面のうち，現存

する若女の甜裳には[正応、間年三月廿問自jという刻印がみえ，少なくともこの故実舞が鎌倉

時代(正応呂・ 1291年)までは遡れることがわかる。音的に興味探いのは，小鼓であり，皮

の部分が紙でできていることである(田楽の際，水干の下で腰に結びつけられた太鼓が碍かれ

たが，これは現存しない。しかし，本国によれば，毛越寺延年・田楽躍の太鼓のように，これ

45 



木村蔵弘

も関じく皮は紙製あったろうと推測される)。中等寺円衆院蔵文書「吉実式三番手数jでは，

この鼓打のことを fシッテンjと称しているが，毛越寺延年の田楽躍では鼓ぞと{誌了伝(シッ

テイデン)Jと称している。また白山社祭礼の{ロウ舞jの型付は，本田によれば，毛越寺延々

の路舞と向様であったり，白山社祭礼の田楽と毛越寺田楽の繍成の違いが， r幣級jか「銅鍛

子jかの違いだけであとは，ともに太鼓 3・編木 3・笛 2・鼓(悲了伝)の計10名で構成さ

れていること，そして，その衣装も，胡桃の樹皮で網代に編んだ笠や水平・脚半を着用するな

ど，共通点が多い。毛越寺の田楽は{粧Jr散Jri子道Jr立法Jr大水車Jr中八返Jr小水車Jr鳥
ばみjの8出が残るが，白山社の方は，いろいろあっても名称がなく，最後の曲だけが「鳥啄

(とりばみ)Jとされる。

そもそも田楽とは，田植えを1躍す田樹子に用いる腰太鼓(田鼓)のことを指していた。たと

えば， ~柴花物語i 巻十九「御裳ぎj で治安三(l 023) 年 6 月，藤原道長が土御門殿で大宮・

藤原彰子のために催した田植行事に関する具体的な記述の中に，

又問楽といひて，怪しさやうなる鼓膜に給いつけて笛炊き，さ、らといふ物突き，ざま~にの舞して，

あやしの男ども歌うたひ，心地よげに詩りて，十人ばかりゆく。そがゆにもこの間鼓といふ物は， j71J 

の鼓にも似ぬ音して，ごぽ~之とぞ鳴らしゅくめる。(15)

とあるように，この時代は紙張りの太鼓だったと推祭される。まだ，腰鼓， 笛，歌，舞

といった構成だったこの時代から，嘉保三 (1096)年6丹14日の紙闘御霊会に際して始まった，

いわゆる「永長の大田楽j になると，その〈音風景〉は陸騒へと拡大する。大江医房の ~1各!湯

田楽記jに，

永長元年之夏，洛際大有国楽事。不知其所起，初白悶li!，及公務1I。高足一足，線放振鼓， i1奇鍛子編木，

殖女泰女類， 日夜無絶， r護隊之主主，能滋人王手。諸坊諸司言者fき:r，各為一部，或諮諮ミT，或j謁街街。一城

之人，皆女n狂慮。鼓露狐之所為也。其装束尽議，尽美，如彫女n琢，以袋持続為衣，以金銭為飾。 E著者{頃

廃業，貧若手段及之。 OSI

とあるように，高足・一足といった飛び跳ねる芸， f:鰻鼓・振鼓・銅銭子・鰯木といった打楽器，

殖女・春女(f農事に務わる女性jのl躍す声)，さらに激しい臨礁といった騒音が臼戎絶えるこ

となく続き，衆人の耳を驚かせた。つまり，そこにある〈膏嵐景〉は{ノイズjという語で掠

れよう。

しがし，ここで， r平泉諸寺祭礼皇室茶羅j右l隔に描かれた「御…馬jの行列を思い出そう。

自出社拝殿の前で輪になって躍っているのは田楽衆であるが，円乗院蔵文書によれば，その田

楽躍の)1国序は，編木衆道行，太鼓衆道行，一ノi鏑木化粧，二ノ編木化粧，三ノ編木化粧，平田

楽，幣排(絞)化粧，太鼓衆・鼓(シッテン)化粧，となる。つまり，移動中に躍りをし，早

田楽が奏でられていることになる。現在，毛越寺延年に伝えられている前述・田楽躍も，本来は，

春の行事としての野外群舞であり， r庭の舞Jr場躍(にわおどり)Jと呼ばれていた。それは

この間楽躍が粧域の粧部屋 a平泉志』巻之下によれば (17}，正月摩多羅神祭こ常行堂二十日

夜祭の司、田楽人の楽屋がこの坂上にあった)から騒り始められ，大泉ヶ池を廻って金堂丹隆

寺の官官庭ヘ至り，そこで改めて躍られたことによる制。つまり，田楽躍は，本来，庭という
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間定した場だけでなくその移動中も舞われているという点が重要である。

それを視覚的に確認するのには， r王子泉諮寺祭干し墨茶羅uのように，移動する祭干しが描き込

まれている社寺参詣漫茶羅(たとえば，京都紙園祭での御旅所=大政所への神輿i度御や長万

鉾・{自牙鉾の巡行や，御旅所内という閤定された場ではあるが湯立神楽が描かれた[紙調社大

政所給関jなど)よりも，平安末期，後白河法皇の命によって作られた『年中行事絵巻』の方

が参考になる。たとえば，永長の大田楽と密接に関係する巻九・紙臨御霊会 (6月7日-14日)

の冒頭には，貴族屋敷の前で中門口を演じる信楽のー鹿が描かれている。これは 14日の還幸祭，

翻旅所から列見所へと移動中の場面である。薩i笠に水平姿の田楽法師たちが横笛を吹き，太鼓

を両手に持った携で叩き，編木を鳴らしている(中には，鼓を療に投げ上げ曲打ちをし観衆の

設問を浴びている者もみえる)。さらに行列は，乗尻 4~大幣 2~血女(騎馬・風流傘) ~3ß 

女(騎馬・市女笠)~舞人(主の舞・按鉾) ~荷太毅(鉦鼓っき) ~部子舞(間関に笛 1 ，抱

持形太鼓 2)~西神鉾(剣鉾or 幸鉾) ~獅子舞(周囲に笛 1 ，抱持形太鼓 1) ~神輿(牛頭大王。

興了は皆鳥兜) ~3ß女(騎馬・市女笠) ~3ß女(騎馬・風流傘) ~神輿(婆利采女。葱

興丁は鳥兜)~田楽衆(小鼓 1 ・胸に太鼓 2 ・笛 1 ・編木 1 。全て騎馬)~神輿(八王子。

興了はj鳥兜) ~宮主(騎馬・束帯)~駒形稚児(騎馬)~細男 6 (騎馬。務拍子 1・鼓 1・

箆 1・筒 1・銅銭子 1・繍木 1)と続く。つまり，神輿按御中も，観衆の耳を惹き付けるよう

に多様な音が出されていたということになる。翻って，前掲の菅荘真j登の紀行文や f平泉雑記j

f平泉;ð~，あるいは f年E付子状記ß W関山中尊寺歳中行事Jを見ると，御一馬の行列における，

まさに音の担い手である獅子舞や田楽衆が，金堂跡から白山富拝殿までの移動中に実際音を出

していたかについては何の記述もない。もちろん，拝殿内だけでなく，金堂跡，拝殿前といっ

た野外の場でも者が出されていたことは雷を使たない。しかし，その移動中，たとえば田楽衆

の笛方も太鼓方もみなただ楽器を携えていただけで，音をと出さなかったのであろうか。少なく

とも， r平泉諸寺祭礼盛茶擢j右幅上に描かれた田楽楽の様子は， W年中行事絵巻』の田楽衆ほ

ど賑やかにではないが，音を出しているようにも見える。

この間いについて一つの手がかりな与えてくれるのは，若い頃から神事能に携わり，祭礼の

継続に力を傾注してきた関保者の一人，中等ミテ北本坊葉樹院の北嶺亮詮 (1877-1959) より

本間安次に宛てられた書簡内にある，昭和六 (1931)年以前の白山宮祭礼についての以下の

記述である。すなわち，

四月初q:.，七歳になる中毒事守一山寺院の，将来住職となる小児が神粧して臼潟に乗り，白山宮に諮る。

是を-fi，認の祭といふ。一山の僧侶は装束して，其の格式により行列し，午前3王将に出勤し，中年より

小僧までは三時に出勤し，間楽舞を毅jむ。六時に，金堂跡に，神装せる小児白潟に乗り，式を初む。

社家主ぎに参り，獅子舞を毅jむ。先途中年(一和尚ト附)僧， IIJ楽装束し，日月天を付けし陣笠をかむり，

長刀持ち，竹にて作れる兎を持つ。残りの僧侶はクルミの木にて作れる花笠をかむり，長刀，兎を持

つ。問者にて湾を立て，7Eり，ーの鳥般にて兎を捨て，小児j馬は走りて神高官に三五り，桝17穫を受け，禁

後は中毒事苦手本坊ジャヅキに居る。間楽の{曽侶等は神前にで般若心経を読議し，神滋を受け， 1-をり，山

正蛍，一山の各2設なめぐる。白馬なくは慈しとせり。中脇以上の僧侶は，能楽堂にて大般若経を転読

し，小児の参百貨と向H寺lこ転読は終る。終って法花八諮の道場そ能楽堂にかざり，議論儀をなす。右ー法

要終って滋兵を取片付け，出楽{国入り泊楽'1rE戸。右終って故実舞。次にお能。二日間雨前，初臼は自

Jlj宮，二日は一山谷堂の祭典，三日中日は山王様現の論儀を行ふ。 (19)
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ここでのポイントは，下線を付した「同音にて声を立て，走り，ーの鳥居にて兎を捨て，小児

馬は走りで神前に歪りjという箇所である。つまり，移動中，楽器官はないが，意罰的に合わ

せた声が響かせられている点である。現行の祭礼では，式三番や神事能といった国定された場

はあっても，御一馬という移動する行事は消えている。しかし，御一馬が{神霊の滋主主(より

まし)Jとして華やかに飾り立てられ，また白山社の鳥居をくぐると長刀や兎が捨てられると

いうことは，長万や兎の意味は移動中にこそ見いだされることになるだろう。実は，御一馬や

悶楽が継承されなかったその理由を知るためには，なぜ平泉の白山社祭礼に御一馬があり，そ

れがー出最大の年中行事だ、ったのかという基本的な聞いに戻る必要がある。

3.一つ物と馬長

そもそも[御一高Jとはどのようなものであろうか。一般に「鋼一馬jは{一つ物jという

カテゴリーに含まれる。たとえば，民俗学者・福原敏男によれば側， r一つ物jとは「祭礼に

出る特別な扮装の子叢や人形jのことをいい， r派手な装束・被り物・化粧などの行粧で，特

別な芸はなく，誇ゃ騎馬で行列に加わり，特別な役割を担当する事例が多いjとされる。ま

た，それは，歴史的には{平安後期の畿内の祭干しにおいて，当時流行していた馬長意の容姿の

影響を受け，田楽や、流鏑馬などの祭礼芸能に組み入れられjたものであり， r祭礼の渡物にお

いて，山鳥の躍をつけるなど装飾的な自立つ出で立ちで人目を驚かす風流であったjとされる。

さらに，福原は(ひとつ物考jという論考において，白山社祭礼の櫛一罵がなす所作に関して，

白山社拝殿前で，稚児が馬を下り，その笠に付けられた造花を四方に投げ捨てる儀礼が，春日

若宮おん祭や宇治神社大幣神奈で一つ物が行なう所作と共通していることを指摘している (21)。

後者は，宇治神社例祭で神輿三基の渡櫛の還さ手 (5月8目。ちなみに御旅所への神事は 4月7

日)に先立ち行われる神事であり， 1，600枚の小さな白幣を垂らした巨大な幣の後に，開じく

笠に自幣をたくさん垂らした笠を被った白衣の一つ物が続く。

日本中世史学者・永島播太郎によれば (22) ，r一つ物jの初見は，藤原(中御門)宗忠が宇

治鎮守明神離宮祭見物なしたことを綴った，彼の日記『中右記j長淑ニ (1133)年五月八日

条にみえる「思女馬長一物田楽散楽如法，雑芸一々jということになる。この続きには，競馬

も出てくるが，混女，馬長，御一物，田楽，散楽 そして雑芸と，春日若宮祭干しとの類似、も指

される(ただし，神輿渡御は春日若宮にはない)。宇治鎮守明神あるいは宇治離宮明神とは，

現在の宇治神社と宇治上神社の両神社を合わせた呼称で、あり，宇治平等院建立ののち，宇治上

神社はその鎮守として位霞付けられた。この宇治鎮守明神離宮祭とは前掲の「大幣神事jのこ

とである(近世-以後呼称が[大幣御方神事jとなった)。永島によれば，春日若宮祭礼において，

田楽が大幣(現設は五色御幣)を捧げ持ち，祭礼風摘では祝役を務め，いわば風流の主役であっ

た。よって， r一つ物jとは「最重要な唯一の物jの意であり，大幣自体， r一つ物Jに的属す

るもので，出楽が供奉する形だったと推測される。さらに永島は，こうした[一つ物jなどか

ら考えると，春日若宮祭礼は宇治離宮鴨神祭に倣ったものと考え，後者は紙閤御霊会(紙関祭)

を模したものと指摘する。たとえば， ~中右記i 大治二 (1127) 年六月十四日条には，白河

j鳥羽向上皇も見物した紙関祭が以下のように記されている。
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或自青或陰. n寺々小雨，紙磁御霊会，四万絞上人，潟長選， b_定女穏女間楽各数百人，此外紙蘭戸庁勾{飢

随身数十人兵供奉，務十人. f吏梁唐綾，凡天下i段差不可総計，金銀錦繍風流美麗，不可記尽，

ここでの f蕗長叢Jとは宇治離宮明神祭での[局長一物jであり，この「馬長蜜，&;女譲女

田楽各数百人Jが祇題祭の中心であったとされる。それゆえ，永島は宇治離宮明神祭に祇臨御

霊会の御霊措仰も共有されているとする。

実擦，前掲の『年中持率絵巻j巻十二における紙間会神挙当日の馬長一行の描写をみると，

大幣(水平) 1 ~蔚長 1 (婚の羽根と蕗a藷の花がついた綾臨笠) ~口敢 2 (左は鳥龍，右は舞

楽の安躍の蔵留をそれぞれ付けた風流笠) ~供泰の雑色 4 (それぞれの笠の上には，的と折れ

矢，亀甲の上に巌の蓬莱山などの造り物がみえる) ~長刀 2 (笠に造り物) ~獅子舞 3~楽人

たち(太鼓 2 ，笛 3 。簡笠を着用している者と烏崎子の者が混症)-大幣 8~鉾 1~舞人(舞

楽の散手) 1-荷太鼓 1~神輿 1~大幣 8 (大笠がついたものも含む)~枯木のようなもの~

神輿 1 (神輿は計5基)…と続く。

さて，以上のように，永島は， r一つ物は長承保延の交 (1130年代).宇治離宮明神祭や春

日若宮祭で発祥伝揮したものjあるいは f紙鼠御霊会(六月会)の馬長蜜が同類として迎えら

れたものjという佼説を立て，そこから全闘に伝播したと考えた。ただし，祇関御議会の馬長

は50騎以上を数えるが， r一つ物Jという呼称ゆえ，章子は少なかったとされる。一方，前出・

福原敏男は， r馬長二一つ物j説に異を唱える。その根擦としては，一条兼良(1402-1481)

の f年中行事大識i紙悶御霊会の条の fむかしは人長とて，馬に乗せたるひとつもの」という

記述や，北朝の公家・中原師守の日記 f師守記l巻二十三・良和三 (1347)年六月十一日条の， r今
自月次仲今食延引，依武家産磁夫下偏満也，今自天下燭接時，蹴閤御霊曾馬長等事Jという記

述，あるいは月食による天下触織の普の事例，すなわち天永元 (1110)年六月十四日の紙閤

御霊会の時は「一物十列之類不見，是天下倣気故軟J，すなわち一つ物と十列(神潟)が出なかっ

たことが記されていることが挙げられる。つまり， r一物Jと f馬長jが使い分けられている

ことが，それらが同じではないことの理由になるとされ，最終的に.つ物は王子安末期から

や世にかけて，畿内寺社領の地方荘閣の鎮守社祭礼芸能として，地方に{云播していった。ある

いは，天台宗寺院の教隷拡張による日青山王系の芸能構成のーっとして結揺していったものも

数多い。始原の一つ物は京都紙密会を中心とする馬長の行粧であり，各地ヘ伝請していった一

つ物も多くは罵長姿の一つ物であったjと結論づけられる刷。

こうした先行研究をふまえて，平泉・白山富祭礼の御一馬に戻るならば，間接が河にとされ

天台宗東北大本山である中尊寺にも，畿内から{日吉山王系の芸能構成jおよび

芸能Jが伝描したと考えてもよかろう。また，芸能史家・山路輿造のいう 2分類(後述)では，

中尊守番院に{云わる江戸時代の文書の内容を考えるかぎり神社側の祭礼であり，罵長的なもの

がその中心とされていたという点では信仰者側の祭礼と考えられる，自由社祭干しの御一馬はそ

れとどうかかわるのであろうか。

4. 額]霊童社と平泉鎮守社の関連

f吾妻鏡J文治五 (1189)年九月十七日条にある，いわゆる{寺塔巴下注文Jcr文治桂文J)
の項には，
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東方日夜。白山商社。南方紙関社。王子談社。西方北野天神。金峰山。北方今熊野。稲荷

等社也。悉j;J、綴本社之儀。

一年中恒例法会事

二月常楽会三月子部会一切経会 四月舎利会六月新熊里子会・祇闘会八月放生会九月f二王会

議説的論{段。 jj_lZ三十人。或百人。或ニド人。舞入所六人。楽人三十六人也。 (2，1)

とあり，中等寺の甫方議守として紙盟社が勃請され，さらに六月に紙圏会が行われていたこと

がわかるゆえ，祇園街!霊会の「馬長jが自山社祭干しの「御一馬jの淵擦であることは曜かであ

ろう。白山社祭礼については，さらに京都伏見稲荷社の稲荷祭の影欝も考えられうる。そもそも，

J初午jとは稲荷社の縁日であり，稲荷社も中尊寺北方鎮守のーっとして勧請されていたのは

上の引用にある通りである。稿荷祭自体の式日は，神幸祭が陰暦3月.I=tの午の日，還さ持祭が

陰!替4丹・上の卯の日となる。前掲『年中行事絵巻1巻十ーはこの稲荷祭における馬長の行列

を描いている (25)。御幣そもった大章子の後に 2名の口取(繭笠の上に竜胆の折り枝)そし

て馬長(綾閤笠の上に矯の尾羽根。水平着用で，腰に薄花を護す)が来る。ここでの罵長は一

人ではないが，腰に薄花を差したりするのは御一罵と共通する。

科学史家・吉田光邦によれば間)，局長は御霊会系の祭に眼られるとされるが，では，永島

も示唆していた御霊信仰との関係はどのようであろうか。前掲・山路興造によれば (27) 天皇

の命により祇留婦霊会の祭礼行列でj護人前の童部に風流を競わせはじめたのは， 11世:結半ば

である(掠俊房向くさと記』承暦間(1080)年六月十四日条)。つまり官祭として始められたわ

けだが， 11世紀末期には，崩流の馬長室を出すことに回定されてゆき，たとえば， ~中右記j

長治ニ (1105) 年六月十西日条に「女房達克紙関御霊会， ~ (中略) ~，商問田楽与馬長童

相論出来jとあるように，さらに思楽がそれに加えられる。山路は，紙関御霊会における祭礼

形態に注目し，主催者である神社側の祭礼形態と倍仰者側の祭礼形態との区別合主張する。前

者の中心は神輿渡御であり，その典型は前述の『年中行事絵巻j巻九の紙閥復!窓会でみられた

ような行列になる。そこでは， r直女・王の舞・師子舞・田楽・細男jを1セットとした祭礼

芸能が不可欠で，春日若宮祭などでは，これに接楽や流鏑馬が加わる構成になるとされる。そ

れに対して同じく前述『年中行事絵巻l巻十ニに描かれた紙関御霊会の馬長の行列は，貴族な

ど信仰者集問鮒による祭礼行列の典型で，そこには素人による歩田楽も加わった。つまり間じ

『年中行事絵巻j中に巻を分けて祇園御霊会が描かれている理由は，これら 2つの祭礼形謡が

あったからということになる。

拍車守記jでの記述や， ~中右吉田寛治六(1 092) 年六月十呂田条での{十四日，

f卸霊会，無馬長室部，依天下大穣也jなどを見るかぎり，馬長や一つ物と天下触穣には関連が

ある。そもそも，翻霊会は，平安京という{都市jとともに誕生した。つまり，多くの人間が

集まる都市社会にとってある意味不可避な不衛生に起因する疫病流行が，政争や戦苦し等で非業

の死を遂げた者の怨霊と重ね合わされ，それら怨霊を鎮め，逆に鎮護の神として和ることによっ

て疫病を退散させるという御霊信仰に由来する信仰であり，蹴関(八坂神社)の場合は，行疫

神である牛頭大王が祇闇精舎の守護神として把られている。いわゆる「中尊寺供護願文jにお

いては，祇園精舎の鐙をイメージさせる一 けられた廿鈎の洪鐘について，
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右，一音所翠二fJ手不限，抜苦輿幾，欝皆王子等，

精魂傍去他方之見朽f討議為此こt之嬢，
古来幾多，毛羽鱗介之受腐，

と記されている。ここで，この鐘の音が，官軍夷j露これまでに恨みをもって諮れた人間，そし

て鳥や魚までも含めて全ての菟霊(怨霊)を鎮め浄剥(浄土)に導くと警かれているように，

そこには御霊信仰が底流している。平安京と開じく人工的[都市jであった王子泉に，こうし

た都市的信仰が導入されるのはきわめて自然なことであり，それは祭礼芸能についても陀様で

あったと考えられる。

これに関連して，王子泉史研究の硯学・菅野成覚は，平泉ヘ勧請された祇閤・北野・稲荷の各

本社に通底するのは御霊神的性格であることを指摘した (29)。菅野は，日本中世史学者・

善良が間角田堺祭について，者sそ捷jけから遡ってくる疫病神・織れ・怨霊から妨ぐためのー撞

の結界ぞと張るためのものであったとしていること (30).をふまえ，それぞれ南・酉・北の方位に

配された祇園・北野・稲荷という平泉の鎮守社が北上)11や奥大道といった水践の大動脈から遡っ

てくる疫病神・犠れ・慰霊から f都市jとしての平泉そ[聖・浄jに保つための機能そもって

いたとする。京が賀茂川・鴨川・桂)11.天神)11などによって閣総されているように，平泉は，

北は衣)11，東は北上)11，南は太田)11で閉まれた地に作られており，地理的にもそれは首脅され

うる。紙閤社と北野天神社が御霊・怨霊に関保した社であるのは震を倹たないが，穏荷社につ

いても， w中右記j嘉保元 (1094)年四月九日条に{今日稲荷御霊会出Jとあるように，

祭と御霊会とは結ばれうる。また，菅野は，北方鎮守として今熊野社と稲荷社がセットで勧請

されたことについて，京から紀伊の熊野詣に行き，その!帰途，必ず稿荷社に参詣し護法送りを

する讃習があったことを引き合いに出している。

また， w年中行事絵巻』巻十一で稲荷祭の罵長の行列が描かれていたのは前述の通りで，そ

こでの馬長は当然白山社祭干しの御一痛に結びつしたとえば，前掲『年中行状記Jの御一馬の

行列次第の中に「口取白鳥差(着)両人jとあったが，稲荷社の本社，伏見稲荷大社の創建に

関しては，吉田兼倶『延議式神名帳頭註s(文亀三.1503年)に f山城j誕土記』として，

風土記去。潟伊奈利者。索中家忌寸等迷租伊{日原秦公。 1資格梁手r~祐(裕)。乃用餅m的若手。イヒ白鳥

飛刻屑山窓生子。遂m社。 ~t苗i笥海先過而抜祉之木車道家。 j薄命t包。 (3])

とあり，稲荷社と白鳥とは切っても切れない緯がある。また，御一掲の稚児は，腰に撃の葉を

差すが，それは，護法送りをした者が腰に稲荷山の杉の小枝(fしるしの杉J)を悲して戻るこ

とを想、起させる。たとえば議室光俊の[きさらぎやけふ初午のしるしとて稲荷の杉はもとつ葉

もなしJ(寛元二・ 1243年成立の f新撰和歌六lt占j第一・議時・間0)のように，初午と[し

るしの杉jとを関連させて詠み込んだ和歌は多く， rしるしの杉jといえば稲荷社や初午がす

ぐ連想されるほど人時に給実していたという。J:t尊ミ子の月見坂は樹齢三百~間百年の大杉の並

木が両側に続くので有名だが，これは江戸時代に伊達藩によって植えられたもので，それ以前

はどうであったかはよくわからない。 しかし， r王子泉諮寺祭礼皇室奈羅Jf<寄稿を見れば，そこに

捕かれている樹々はすべて杉であり，特に左幅では，杉林の配置はほぼ神社の慰問となってい

る。
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では，肝心の自由社との関係はいかようであろうか。白山信仰についての基本資料といえる

『自山之記s(長寛元・ 1163年成立 7) に， r奥州、i秀擬五尺金銅像泰治鋳之，小自山御総長j竜寺

竜明房，勧進五尺金銅像J(幻)と，天台宗・白山中宮長滝ミ子に藤原秀衡が五尺の金剛像を治鋳・

奉納したという記銀があることから，その関簡は浅からぬと考えられる。特に「平泉jという

地名が，白山三馬場の一つ越前篤場として禅定道の起点にあり，百大な宗教都市であった奥州・

王子泉という地名も霊応山平泉寺に由来するとも言われる(確かに現在の JR平泉駅あたりの地

名は白山の古称と同じ「しらやま(志羅Il/)Jであり，その地名を街字とした家も奥州平泉に

はある)。平泉寺白山神社に{云わる天文六(1537 )年の f霊応山王子泉寺大縁起jには，秀衡が，

寿永二(1183)年に白山へ十一面観音像と六道地蔵尊像を奉納し，平泉寺へは赤銅に黄金を

交えた究錨を鋳造・寄港したこと，そして，自分の住む地名合平泉と改め，その後，愛孫 1人

ぞと平泉寺に遺わし金台坊という寺坊ぞと開いたことなどが記されているという(問。一方，

ミテ白山社の社伝によれば， fi二明天皇の御代の嘉祥ニ (849)年，慈党大部が一関磐井)11の上流(現

在の一関市本寺)に加費の一の宮(白山本宮.1:玉川県鶴来町の白山比呼神社)より分霊されて

あったものを，この関山に選鹿し勧請されたと云われて来ている。勧請と問時に白山権現と号

せられ，十一面観音を本尊としたjもので，天明六 (1786)年に現在の佼霞に移ったとされ

る。秀衡が王子泉寺とのパイプをE重要調した背景には，奥州から京への臼本海ルート確保のため

といった理出が考えられるが，平泉史研究の第一人者・大矢邦宣の，白山神がもともと「産金

に縁の深い神jであり，十一時観音も同様だったという指摘は注目に値する。ここでも党鎧の

鋳造などの記録がみえ(のちにf拙山台藩に{伝云わる「秀接衡?閉十八鐙Jとも関連)λ，r鴎毎朝の没落によつ

て熊野修験にとつてカか、わつて勢カそをEイ伸中ばしたとされる白山修験(山伏)が鉱出開発に{掠系つたと

いう見方もある(川3制州1叫)

しかし，白山信仰には，本来街!輿渡御といった祭礼はなく，中尊寺の祭礼には他の御霊性が

高い鎮守社の祭干しが採り入れられたと考えるのが適当だろう。今までみてきたように，一つ物

にせよ馬長にせよ，御霊性が高い祭礼には，御輿波御のi器，田楽や周囲の騒音も含めて大きな

音が常に鳴っていた。しかし，中尊寺に伝わる記録類によれば，御輿と開じく神霊が借るべき

御一馬の渡御にあたって，どのような音がしていたのか，明確な記銀はなかった。しかし，渡

御が全く無音にで移動していたとは考えにくい。そこで， r主目したいのが，前掲，本田が引い

た中尊寺北本坊薬樹j涜の北議亮詮からの書簡にあった「向者にで声を立て，走り，ーの鳥居に

で兎を捨て，小児馬は走りで神前に歪りjという簡所である。移動中に「同音にて声を立てj

るというのは，開楽のような楽器ではなく，声というわけだが，これは，現在でも春日若宮お

ん祭で，深夜，若宮神が若宮本殿よりお旅所の行宮へお還しする「選率の儀jと帰りの「還さ与

の儀jでなされている古式中の「警躍jに当たると考えられる。ここでは神霊を榊の技で何重

にも踏み，言わば御輿状態にして渡御するのだが。その際金員で「ヲー，ヲーjという声を途

切れないように出し続ける。さらに渡御中，供泰する楽人たちが，道楽として[選挙の儀jで

は f慶雲楽jを， r還幸の儀jでは「還城楽Jを奏し続ける。饗擦とは，臼本伝統芸能史研究者・

木戸敏郎によれば，警躍とは{声による記号で，言葉がない。邪踏になるものを払い除く声で，

賢人が道な行くときの先被いの声，或いは御神体か渡僻するときの，あたりを椋い潔めるため

の声である。無声音の「シーツjと，手ま声膏の[オーJとがあるが，現在では有声音の撃さ躍だ

けが行われているj問。まさにこうしたく音践景〉を確認すれば，この御一馬が単なる風流

として片づけられることはないことがよく理解できょう。当時は，ここでの警躍や党鎖の昔の
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ように，ノイズ的な音自体にも穣れを被う効力があると信じられていたのであり，それは祭礼

に導入された田楽や神楽その他の音と同様である。つまり，平泉に畿内の鎮守4社が勧誘され，

さらに王子泉が産金や鋳造に関する白山倍相jとも関連をもつように，それら全ての霊力をもって，

都市王子泉を「塑・浄jに保つために〈音風景〉も構成されていたと考えられよう。騒音と一種

の移行状態との関に普遍的関係性があることそ指摘したのは，文化人類学者ロドニー・ニーダ

ムの有名な論文「打ち叩きと移行 Percussionand TransitionJ (1967年) (36)であった。ニーダム

によれば，あらゆる通過儀礼にこの関係性は見いだされるのだが，霊的な世界や f他界とコミュ

ニケートするために，叩いたり張ったりすることで生み出される音がこれほど広く用いられて

いるjという彼の指摘は，この{平泉諸寺祭礼翌茶羅j右幅の〈音嵐景〉にもさ当てはまると蓄

えよう。

5. 結びにかえて

現行の[春の藤原まつりJでは， r御一罵Jはもはや祭礼から消えたままだが， r王子泉詰寺祭

干し蔓菜羅j左縞に描かれた{突まつりjはまだ行われている。現行の「奥まつりJも，左I臨に

描かれた内容とはだいぶことなり，基本的に粛々と静かに行われているが，少なくとも

という形は残されている。中尊寺最大の祭干しであった御一馬におけるかつての喧騒は，今や，

まさに別表に記したように，義経東下りの行列の見物客が立てる騒騒と金管楽器&打楽器が際

立つブラスパンドの音によってとって代わられたが，後者はいわば田楽的なノイズに対略する

ものとして考えると〈音風景〉的には，それはそれで興味深い。

金属音に関連して最後に付言すれば， r平泉諮寺祭礼盛茶羅jを「平泉諸寺参詣盤菜羅J(桃

山王長期)と比較した時，祭礼の描写の有無以外にも極めて重要なポイントがある。それは，

(楼)Jの描写である。人物も含めて堂宇についてもきわめて縮かく描写されている後者には，

実は，銭が 1つも描かれていないのに対して，前者には，右!揺に 2額所(弁天地右犠と前述・

ニ階大堂の右横)，左輯に 4笛所(金堂円際寺右上，観自在王院，熊野三社内，自吉・自由社内)， 

鐘楼が配寵されている。さらに前者では， についても比較的細かく線が描き込まれて

おり，堂宇の援の描主主がきわめてシンプルであるのと棺{突って，鐘の存在感が際立つようになっ

ている。つまり，給調的にははるかに完成度が高い{平泉諸寺参詣長茶擢jに対して，技指的

にはきわめて稚拙と蓄える f平泉諸寺祭礼長茶羅jの描き手が意関していたのは，前者に欠け

ていたく音鼠景〉を描写することであったと考えられる。特に，右i臨で鎮守社に鐙接が露かれ

ている描写が示唆的なのであるが，王子泉における[鐙jおよび{鐙盤jに関する〈音風景〉に

ついては，期稿(刊にて論じたので，そちらを参照されたい。また， rはじめにjでも述べた

ように，紙輔の都合上，これら皇室楽器の画面そのものについての分析および{王子泉諸寺祭礼長

在i謡の〈音風景〉についての考察は割愛せざるをえなかったため，次稿 (38) にi去ったこ

とをお断りしておく。併せてお読みいただければ幸いである。

註

(1) 間務と考え方サウンドスケープとはり日本サウンドスケープ協会公式ウェブサイト (http:/八VWW.
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saj.gr.jp/soundsc呂pe/glossary.html#soundscape/ 20121f9月求現在)より。

(2) R ・マリー・シェーブア - ~V世界の調律 サウンドスケープとはなにか.11 (鳥越けいこ他訳，:if凡社，

19861f) 28-30]言。

(3) 根原友箇『平泉雑記 巻之五jより「白山宇土祭総式(十三三)Jの現(南部議議刊行会綴 f南部議努(三)]

j箆史閣議校、 1970年、 629-630亥)のヲ1m:

f自IJI権現ハ中毒事苦手一L[lノ鎮守也，社内ノ宮殿i蕊六尺稜検モ同之奥ユキ…尺六τJi議文後ロニ;綴印アリ，

宮殿建立{忠治三年大機翌日法橋渡滋 i、記ス，祢綴ハ脅ヨリ秘シテ不詳罪事克之，本:Ii!l例トー顕綴資，慈焚大

自市ノ{や宮殿ノ外ニ安ズO祭総毎年間月初午・米磁日ナリ，午ノ勿jニニ宮殿ノ内ニ山l次ノ絞繋共ニ長一尺ホ

ドニシテ一夜ヲ納ム，次ニ11浦子舞アリ，次ニ街i 一筋馬一山ノ中ニテ七歳ノ男子ヲ選ミ，二七日潔翼手ヲ~

サシメ装束ヲナサシメテ娘二致。議ヲ挟ミ飾レル馬ニ梁}r"，口約ノ者隠人笠ノ上ニ日月ヲ迭リ立テ毅ク供

務六人主雪遊リ花ヲ立タ}r，，1空ヲ然ク，長刀・*太万・!附少兎ヲ持ツ，金主主跡ヨリ乗出シ白山fflt前fニテ馬2ヨ

リオリテ笠ノ逃リ花ヲ四万ニ投スツ}r，，)潟ヲ念、ニ滋遜ス，J]t馬断将ハ凶ナリト云，次ニ問幾，籾桃子供ノ皮

ヲ以テ二尺除二1iニアジロヲ総ミエドラカニシテ四万二シデヲ下ケ上ニ造リ花ヲ立テO伊校本，間1iにシ

テ云々ヨリ逃リ花ヲ立テマデナシ 笠ノ如ニìfJîニ毅キ太鼓ヲ首ニttトテ殴ク若手アリ，サ、ラヲ i~、テ O!むスモ

ノアリ，部テ八人芸達屡ミヨリ;g.太滋ヲ以テ打チハヤシ舞フO伊校本，打チハヤス，拍子ヲ路テ擦り舞フ

次二関口老翁ノ{陵部ヲ絞袋*シテIJIノ綴記風景ヲ橋美シテ立ナガラ東西南北ニ向テ官民フ次ニ祝認公家

主主袋東シテ幣取ヲ持テSUlg-ニ向ヒ山ノ由来ヲ演テ天下泰王子・長野家安穏・五穀nQ就・長野守ノ息災ヲ主rrリ

留日参詣ノ者マテモ息災級怒ヲ新ル，次ニOftt校本，次ニノ二字ナシ 若女ノ舞，務キ女ノ{陵商ヲ粧ヒ

鈴ヲ綴リ溺ヲ以テ努，次ニ老女324老女ノ般商ヲ粧ヒ腹ヲ}滋メテ鈴扇ヲ以舞，次ニ能数番Of戸校本，以テ

舞;フ次ニ能数番 一IJ(ノ衆徒各主主役ヲ1{i)Jム。j

(4) rかすむこまがたjの本文初めには{天時J3八年といふ年の戊取のま丹朔日J，rはしわのわかばjの序

文には「天明八年戊市六月二十九日jとあるが，それは資む:爽;授が後年に行った改主主の擦の写し間遠い

である。詳しくは， J;Xドを参照のこと。内岡武;0rf9卒慾J(~資江爽j登会主義.11 ~お I 巻，未来社， 1990年)

495]li[。以下， rかすむこまがたjと[はしわのわかばjより，該当館所を引用しておく。

[かすむこまがたJ(~管江主H資金集第 1 巻 EI 記 1 .11，米来社，19901f， 338]寄)より:r~ こ、に白山

/神また日吉/神をうつしまつりで，五七二絞の御神LlIをまもらひ鎮座り。四月/;初午ノiヨは自山事11の祭に

で，七歳5母子を潟に策て粧ひたて，白5患の作り物あり。此自兎は従容にて，もろこしより神のぐし給ひ

しまねびといヘり。此処に斉者三る白山ノ神滋は八十一隣姫の神にはおましまさず，その草季初1にでぞいま

そかりける。災自はEI3楽，うば~t， ざるがうなンどありて，線へるよし人の諮る。 ~J

fはしわのわかばJ(向上， 372]li[)より:r~かくて中毒事寺にいたれば，あるとある殺の戸みなおしひ

らきて，自はi娘/神社の拝殿は，かねて，か、る料に間広げに作りなしたるに，のき燥なたれ，自き騒a

額引わたしたり。おひとつうまといひて自き神馬，獅子愛しとて，ぼうたん手ごとにもたる設予なにく

れとねり波りはつれば，白山/:fIFの御前に綴うちまうけたる舞会にのぼりて，そうぞきたつ!迎楽滞日祝

詞そはれば，務女ノ苦手，老女ノ簿なンど，いとおE認めかしきざま也。やをら衆徒主義りて，ざるがうはじま

りぬ。法郎の頭に翁援でふものにして愛怒，翠3交の納をぬぎかけ，あるは，まくりでにっすみうち，筋

i次験しぬ。この間楽，をとめ努，うば然などにlIj:lかはりて今めかしけれど，舞へる装束は鴎/守より怒

防総ふものとて，めでたく奇麗をつくしたり。~~ (中路) ~~十日 けふもさるがう鋒あり。 ~J

(5) 本的安次 f芸能J(桜島亥治良s駁fl!5~中毒事ミ子.11 i可出雲Ji5革新社， 1971年) 290-299賞。

(6) 門震光昭 -Bft.震の『奥の剣道.11r王子泉jにふれながらーJ(盛岡大学 1日

本文学会誌j第11号， 1999年) 35拘 38頁。
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(7) ~年中行状記H関山中毒事ミ子歳中行$H可文書主については):J、下の文紋を参jねした。佐々木邦1設綴『中毒雲寺

史稿n(中立草寺， 1983年) 157ω181賞。

(8) 溺王子奥藤綴『王子泉志 議之下n(碍l坂，鶴携役， 18例年)4-5真。

(9) 前掲 f仁何事苦手史縞n160J言。ちなみに，工E月についてはさ当然のことながら元日から八日まで様々な行

事があるが，基本的に勤行関係が中心となる。記述内容は何時からどこで何が行われるかといったこと

で，一夜風景i的に注隠されるのは，前掲 2月と向様， n寺銭と神祭，読経の声だけである(桝i楽については，

元日からから 8臼まで， 11日， 14日， 15日， 28臼の朝lこ行われる)が，正月 2日娩に惣月日銭'でfj:fiい初

めが行われていることにも注目しておこう。ちなみに，これについての記述は， r関山中毒事苦手歳rt行慈i

のtiが詳しく設かれており， r認(議)初 今夜於惣刻銘'一UJ築禽，犠子三香子，手滋肴三穏jとある。向上，

173~参照。

(10) 同上， 160賞。

(11) 悶上， 174賞。

(12) 悶上， 161資。

(13) 中毒事寺ーは!の|淀号・坊主ラに准ずる号。中毒事寺院主坊の rp時すjとして抱士t!lそを工作し，代々 中毒事寺の承

{士を務め，白山桜:の祭干しで御一馬行列の鉾を持ったり， AJ楽の道良をi忍んだり，ここでのように惣別議'

の装束を臨すといった役設jを担ってきた。詳しくは，向上， 106質密室き郊のこと。

(14) 向上， 163]雪。

(15) 松村博司・uJrt裕校注『羽司王古典文学大系76祭=tE物語下n(岩波漆j吉， 1965年) 111賞。

(16) 林屋辰三郎校校『日本思怨大系23古代中世襲術論n(殺波警'fJ乱 1973王手) 218友。

(17) 前掲『平泉志巻之下j， 32]言。

(18) 森口多!1!f主苦手県民俗芸芸能誌J(議llIE干上， 1971年) 1366真。

(19) 本閃，前掲論文， 291-292資。

(20) 福原敏男(一つ物J(小島美子他繍 f祭・芸芸能・行察大辞典 下i粉食密f乱 2009年) 1484賞。

(21) 総原敏男 f祭礼文化史の研究J(法政大学出版局， 1995年) 214賞。

(22) 永島福太郎[春日務官祭と一つ物J([芸能史研究J97号， 1987年) 1-20~。

(23) 福原敏男(一つ物研究のはじまり 一馬長研究との交遊ーJ(r芸能史研究J183号， 2008年)60-75頁。

(24) 東北大学東北文化研究会編『奥州i漆原史料n(ぎ)1'弘文館， 1959年) 183句 184]言。

(25) ちなみに，科学史家・夜間光邦は，この巻十一のJ馬長の行列に武ことが抜かれている士号泌が多いことから，

これが紙賢司祭ではなく，務謀議社の祭ではないかと推測している。安AJ7't邦 rr年中行事絵巻j考J(小松

茂美繍 f日本の絵巻8 年中行守主絵巻j中央公論社， 1987王手) 147~参照。

(26) 向上。

(27) 山路輿迭{祇慰御議会の芸能 一馬長澄・久t!t然厳・潟鼓稚児ーJ(r芸能史研究J94号， 1986年)15-29頁。

(28) 前掲『奥州藤}京史料J103].'言。

(29) 資聖子成気[寄srfi平泉における鎮守2成立試論 ー露出符lと都市対iの勧翁-J(f岩手史学研究j第77匂，

1994前 17-49資

(30) 伊藤遂良{問角的堺祭の場に生きた人々J(r歴史Js詰66斡， 1986年) 17-37賞。およびi湾内:tj笠にお

ける天皇の呪術的権威とは何かJ(r際史評論i第437号， 1986年) 34-53]言。

(31) 塙係己一綴 f懇議類従i第 2総(神祇部第二・巻第二十三，群簿類従刊行会， 1959年)248資。ちなみに，

江戸前期の関学者・今弁似関 (1657-1723)が採択した風土記逸文は，以下のように改変され，*との

関i惑を強議している。「風土記悶穏伊奈利者泰中家忌寸等遼組伊侶呉医薬公務稲梁脊箆絡
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木 村直弘

乃m餅m的者化成白鳥飛刻殿山護基金{予綴奈利生遂廃fftl:名 玉三兵衛務傍先:iJl'J!筒抜枇之木

F民家藤祭之 今殖 爽 * 蘇者f尋総 獄友:7供 給若手不穏J(槌援節也校校 f新編日本市典文学金集 5

風土記j小学館、 1997年， 419-420頁)。

(32) 絞弁徳太郎・荻原龍夫・寝間設校総『臼木思想大系20苦手投縁起] (岩波警!fJ古， 1975if') 367頁。

(33) rrnl史跡平泉寺の護保'iti!f報誌、平泉寺かわら!制策34努(勝山市教育委災会史践設備課， 2011年7月号)

ル3真。

(34) 火矢邦玄『奥州藤原氏五代 みちのくが一つになった時代j(河市警廃業庁社， 2001年) 207-210賞。

(35) 水戸敏郎「今白に怠づく撃事際J(日本伝統音楽芸能研究会繍 f邦楽百科CDフeツク 日本の音 1 C 

D版Fおの音楽 1J音楽之友社， 1996年) 186演。

(36) ロドニー・ニーダム(長生時俊子訳Hパーカッションと移行J([ユリイカj第22巻第5号， 1990年)114:W。

(37) 木村直弘{王子議 音の古関 一中毒事ミ子供縫願文のサウンドスケープーJ(薮敏裕綴『王子主注文化の悶際

散と地域性i汲'd議院， 2013年刊行予定，入獄済)。中棒ミ子供養願文における〈音風緊〉について論じ

たこの論文は，この小論の姉妹綴なので，併せて参照されたい。

(38) r王子泉諸苦手祭礼重量茶緩のサウンドスケープ ー〈央まつり〉潟考…jというタイトルで『岩手大学教

育学部研究年報] ~お73吟 (2014if')か『岩手大学教育学部F付属教育実践総合センター研究紀~J 第13

勾 (2014年)に投稿予定である。

[付記]

本絡は王子成24~ 26年度日本学術振興会科学研究補助金・基態研究 (C)(課題苦手号:2品 31052)による研

究成泉の一吉sです。

56 



平泉〈王子嵐祭〉のアルケオロジー

別表:平成24年度「春の藤原まつりJスケジュール 5 月 1 日伏)~5 日出1/* 印:雨天により中止

FJ 開始
中 主主主子

平泉町J露晃被広場，
毛越ミ子

臼 !待問j i日長立自在 x需主庭関{也

10:00 藤原関長話公i@'I審法華さ[本堂] 弁'I!芝の力紛っき[駅前広場] 関u1大前設に篠原問書託公卒霊感法獲{本
5 

10:30 稚'A行列[本2芝吋金色宣言] 郷土芸芸能(一関・察官)11路溺) [駅前広場]:iit] FJ 
!_ 112:30 
日

郷土芸能(一関の鋒)11鹿繍) 郷土芸能 (-00の努)IIJllj踊)15:00 

10:00 f，r]llJa室長言。E法華11WfJ山没〕

10:30 郷土芸能(江刺 .fi山流鈴怒燦総) [駅
5 

11・00薬事二!:芸能 (一関・子宮里子々 神楽) 前広場] 郷土芸能(江刺・行IlJ流鈴懸e;Jllj綴)丹
~ 112:30 Z謀議室緩公i島幸言法婆 〔言語司館議室綴'主主]
日

14:30 郷土芸能(江刺・行山流角怒淡 郷土芸能 (-00・r1iJlf:r々持I楽) [駅前 算事こi二芸能(一関・市聖子中神楽)

E前) 広務]

09:40 長屋造小慾校合言語sIl[三窓越寺へ出

10・00発] →吋→ {話事長支秀吉話公的迎行列]→→→ 

10:30 }際線宝寺衡公i:I:l迎行列[ーも滋寺へ 司王泉小学校i次災楽部演芸き [18絞白夜ミE
11・15出発] 院庭関] E察隊秀移}公t担迎行5'IJ[中毒事ミ子より到

11:30 務]

宅ま字放送ラジオ公開録音「民話回り縁
5 

12:40 台J[1日絞侵攻x院庭慰]jヲ
~ 113・15 護室経公ねぎらいの溺得税[大主主力f池}
臼

13:30 司王泉小学校金管バンド[小学校出発

15:00 ←←←{務室綴公*下り行列}←←← →中毒事ミテへ]

15:20 綴義経公主主下り行列[中毒事ミ子へi:I:l発}

在京総経公I誌7どり行列{毛越ミ子よ

り到電5']

金e:没落符[金色蛍]

10:00 白山神社総緩行列 町内初!ll詩(友利会と賎会)

郷土芸能(平泉・透谷宣言箆沙問

11:00 神楽)* 郷土芸能(江東4・f子山流部鈴鹿罰百)

11・30郷土芸芸能(/白沢・キト之*沢念仏 * 
12:00 剣努)* 
12:30 白山神社祭礼・ 2吉災式三三醤[自 郷土3芸能(江東IJ.行lLli浪部l!iil;燦総，玉F郷土芸能(関沢・本卜之*沢念仏剣童書)

111締役] 泉.)釜谷ffiI箆jtJ>P'J幹11童話) [駅前広士号] * 5 
13・00FJ 

i 114・00
日

災まつり〔毛越苦手伶綴自主H院側弥14・30

15:00 狂言iff;針縫狐J[1河上] 郷土芸芸能(胆沢・朴之*沢念仏脅u鋒)[駅 陀~J

15:30 対1感能{竹生長hJ [向上] 前広場]* 
郷土芸芸能(平泉.i室谷綴箆沙門事11楽)

郷土芸能(江刺・行μi流部IJ，~燦

務)

10:00 弁長室カ餅綴技大会[王子主義駅前]

5111:00 延王手の多奪(膝拍子， 宅ぎ女綴2主， 老女，
FJ 12・00防災式三議「関口J[自u1神社] xfまが替)5 
日 12・30狂言言 {仏関J[向上:]

13:00 台芸 「宝寺銭J[向上]
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